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27 - 最終解答 
  

   ユダヤ人問題の最終的解決の必要性は、アーリア人種の精神生活に対するユダヤ人

の強く致命的な影響力（アーリア人を参

照）、政治、経済、大蔵、マスメディ

ア、文化におけるユダヤ人の圧倒的な世

界的権力、およびユダヤ人の努力の究極

の目標である世界支配から生じるもので

あり、それはすべての人民の自由を脅か

しているのである。シオニズムは、ユダ

ヤ人の民族運動として、この目標を達成

するために、すべての民族の力とすべて

のユダヤ人の力を統一しようと努力す

る。その際、一方では海賊国家イスラエ

ルの国家主権に、他方では世界中に散在

するユダヤ人共同体、世界シオニスト組

織、有力な個人を頼りにしているのであ

る。  

   この問題の最終的な解決には、自由を求

めるすべての人民の世界的な防衛闘争が

必要であり、国連に代表される圧倒的多

数の国々は、シオニズムを厳粛に非合法

化したときに、これを約束したのであ
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る。 

   ドイツでは、国家社会主義ドイツ労働者党の党綱領には、ユダヤ人とアーリア人の

人種的分離の要求と、国家的指導によるシオニズムとその助力者の無力化というユダ

ヤ人問題の最終解決のための前提条件が盛り込まれている。この無力化は、国家的な

国民経済（autarkyも参照）、国家的な人民防衛、司法権、文化、マスメディアの支配

権の奪回によって確保される。党綱領は、「われわれの内外のユダヤ人唯物論的精

神」（第24点-反ユダヤ主義も参照）に対する闘争という定式で、これらすべてを要約

している。 

   実際の最終的な解決は、世界中で行われるしかないのです。新戦線は、この目的の

ために「コロンブス計画」を提唱しています。  

   コロンブス計画は、ユダヤ人の米国への閉鎖的定住を想定しているが、すでにほと

んどのユダヤ人はそこに住んでいる。そこでは、他の民族の自由を脅かすことなく、

ユダヤ人が自らの種族と伝統に従って生活することができる。同時に、海賊国家イス

ラエルは清算され、シオニズムの世界的な権力主張は打ち砕かれるだろう。 

   したがって、ホロコーストの通常の残虐宣伝とは異なり、国家社会主義のユダヤ人

問題の最終解決は、ユダヤ人の絶滅や個々のユダヤ人の迫害を想定しておらず、単に



3 

民族の自由と種に応じた発展を認めているだけであり、その中にはユダヤ人が-他の

人々と同様に普通の人々として-もはや世界の悪夢や破滅となることはないだろう。 
  

28 - 倫理 
  

   国家社会主義は、道徳と倫理を意識的に区別している。道徳は、教条主義のさまざ

まな表現に由来し、精神的、霊的、物理的強制力によって強要される。その指導的な

言葉は、旧約聖書の "Thou shalt "である。ヨーロッパの文化圏で有効な道徳（ヨーロッ

パを参照）は、今日まで、また啓蒙の時代とそれにブルジョアジーを弱めたコインユ

ダヤ人の造語キリスト教（またユダヤ教を参照）のことである。しかし、それはアー

リア人種の生息地における退廃の影響下で、ますます溶解する（アーリア人も参

照）。 

   国家社会主義は、その核心が自然や種、身体や生命に反するものであるため、揺ら

ぐ道徳を支持したり更新したりすることにその任務を見いだすことはできない。  

   国家社会主義は、道徳の代わりに、種と自然に応じた儀式と倫理を設定する。  

   価値観念論の国家社会主義倫理は、教条的信念に基づくものではなく、生物学的人

文主義の自然科学的認識論に由来し、したがって、人間の共同体生活における生命の

法則（とりわけ遺伝、分化、闘争）の実行である。それは、価値ある有意義な人生を

送ろうとする人間の自由意志によって実現され、その自由の基礎を形成する。その主

導的な言葉は、誇り高き "I will!"である。(プライドも参照)。 

   国家社会主義の倫理観の意味と目的は、アーリア人種とその民族の保存と発展であ

る。民族、性別、人間のタイプ、さらには個人の性格によって、さまざまな表現が生

まれます。  

   たとえば、労働者、兵士、指導者（Führerprinzipを参照）、母性などの倫理である。

しかし、その意味と目標は常に拘束力を持ち、統一されたものであるため、真の国家

共同体の創造と保存を可能にする。 

   国家社会主義革命と国家社会主義人民国家（国家を参照）の設立までは、闘争と戦

士の倫理が前面に押し出され、特に国家社会主義ドイツ労働者党のシュトゥルム＝ア

ブテイルングとその再確立までのノイエ・フロントのために綴った「政治的兵士の十

戒」に反映されています。  

   このような生活態度から、新戦線は、党生活におけるブルジョア的な道徳概念の影

響をすべて排除し、政治闘争に身を投じ、犠牲を払うという意思のみによって支持者

を評価するのである。 
 

29 - ヨーロッパ 

  

   ヨーロッパは、ヨーロッパ・アジア二重大陸に存在するアーリア人（アーリア人参

照）の居住地域である。北、西、南は北極海、大西洋、地中海を形成し、東はウラル
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山脈がヨーロッパの地理的境界とされ、基本的にゲルマン民族、スラブ民族、ロマン

民族のアーリア系3民族が定住している。これらは人種的には白色大民族内の北方民

族、東方民族、西方民族とも考えられている。  

   しかし、実際のヨーロッパの国境は、東はモンゴル（黄色）人種との、南はネグロ

イド（黒色）人種との人種闘争の状況に依存し、シベリアや北アフリカ、近東を影響

圏として含むダイナミックなものである。 

   国家社会主義は、第四帝国によるヨーロッパの広大な生活空間の権力的・政治的組

織化を目指しており、それは、このアーリア人の入植と影響力の及ぶ領域全体を、ペ

ルシャまで、つまり東インド・ヨーロッパ主義（パールシーも参照）への橋渡しとし

て構成するものである。  

   大規模な秩序としてのみ、ヨーロッパは、自由で、独立し、自治的でありうる

（「自由と自治」も参照）。したがって、国家社会主義の革命は、ヨーロッパのもの

である。このことは、孤立した民族革命が、帝国主義によって、個別に戦い、鎮圧さ

れることを防ぐことにもなる。 

   だからこそ、新戦線の思想共同体は、ヨーロッパの国家社会主義政党（国家社会主

義ドイツ労働者党も参照）の統一戦線と、アラブ世界、ペルシャ、トルコの国家社会

主義・ヴェルキッシュ社会主義勢力（アラブ人とトルコ人も参照）との同盟を目指す

のである。  

   第四帝国の来るべき秩序は、国際主義でも帝国主義でもなく、人種衛生と人種隔離

に基づいて、この首都圏における種の保存と発展、ひいてはすべての民族の自由を可

能にするものである。 
  

30 - FAMILY 
  

   自然科学の教義であり、国家社会主義の

基礎となる生物学的人文主義は、人間を共

同体の存在として理解し、その生活を可能

にし、有意義で価値のあるものにする自

然・文化的共同体に統合されると見なす。  

   家族は最も小さな自然の共同体であり、

人々や人種という大きな有機的共同体の核

であり基盤である。 
  

健康な家族なくして健康な人間なし！？ 

  

   このため、国家社会主義は、国家的・人

種的に意識された家族を目指し、その責任

を自覚し、種の保存と発展のための生殖共
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同体として機能するようにするのである。 

   したがって、人民同志の交配の自由選択

の権利は、子孫繁栄の共同体としての人種

衛生の原則に従って家族を創設する義務と

対立しているのである。家族もまた、私的

なものではなく、国民生活の他のあらゆる

分野と同様に、自分と同じ種類の人間の生

存とより高い発展に役立つものである。し

たがって、国家社会主義者のフォルクス

シュタート（国家を参照）では、人種法と

遺伝法が家族の権利と義務を規制してい

る。  

    国家共同体に対する家族の最も重要かつ

決定的な義務は、次のとおりである。 
  

   遺伝的健康及び人種衛生の原則に従った

配偶者の繁殖、及び 
  

   十分な人数の子供を育てること。 
  

   国家社会主義家族の魂と基盤は、すべての自然共同体のように、母親としての女性

である。国家社会主義者の価値観念論の倫理的原理としての母性（「倫理」も参照）

は、それゆえ、真の家族の決定的な前提条件である。  

   このモデルに従って女性を教育し、種と自然に調和したこの倫理に賛同させること

が、国家社会主義者の女性運動の課題である。 
  

31 - FASCISM（ファシスム 
  

   ファシズムは、国家社会主義同様、第一次世界大戦から生まれた労働者運動の遺産

である。国家社会主義と同様に、真正の革命的ファシズムは、民族主義と社会主義を

統合し、全体国家をめざし、資本主義とマルクス主義と戦い、指導者原理に従って組

織された革命党に、国家と民族の意志と主権の担い手である政治的前衛組織を見いだ

すのである。ファシズムもまた、国家社会主義同様、現代のマイナス世界の退廃と唯

物論と戦っている。これらの理由から、国家社会主義とファシズムは、ヨーロッパに

おける自然な同盟者である。 

   とはいえ、ファシズムと国家社会主義は同じものではありません。  

   ファシズムのナショナリズムは、それ自体が目的であり自己価値であると理解され

る国家に関係し、国家社会主義のそれは人民に対するものである。ファシズムは、人

種闘争を無視し、人種問題や生政治にはほとんど関心がない。したがって、ファシズ
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ムは、人や人種から独立した国際的な現象

であり、一方、国家社会主義は、超国家的

な世界運動であるが、人種的にはアーリア

人に縛られる。  

   したがって、ファシスト政党や国家の間

では、闘争や戦争さえ起こるかもしれない

が、民族社会主義政党の間では、共通の民

族に対するのと同様に、その民族にコミッ

トしている。  

   さらに、ファシズムは通常、ユダヤ教と

シオニズムの危険性を認識せず、反ユダヤ

主義を知らない。 

   したがって、ファシズムは、国家社会主

義よりも、すべてにおいて一貫性がなく、

政治的、思想的に十分に確立され、統合さ

れてはいないのである。この表面的なもの

の結果として、反動の道具に堕落しやす

く、その結果、あらゆる種類の闇の勢力の

口実や盾になりうるのである。  

   国家社会主義は、アーリア民族のファシ

ズムに対して、同志的であり、敵対的でも

ない。しかし、目標は、それを派閥的なド

ロドロとした矛盾から取り除き、国家社会

主義に転換することにある。 
  

  

32 - 女性運動 
  

   国家社会党（国家社会主義ドイツ労働者党を参照）は、男性の団体として組織され

ていますが、世界観としての国家社会主義は、種の保存と発展のための政治的意志で

彼らを満たすために、男性だけでなく女性も含めたすべての人々の同志に語りかける

ので、女性の国家社会主義者は、自律した国家社会主義女性運動で組織することが必

要なのです。  

   男性団体と女性運動としての国家社会主義のこの二重の組織は、男女の異なる生物

学的性質と、各人がその性質、気質、能力、傾向に従って、自分の能力を最大限に発

揮して、Volksgemeinschaftの中で自分の任務を果たすべきであるという国家社会主義の

原則に対応している。 

   国家社会主義者の女性運動は自律的である：女性が女性をリードする。 
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卍の下で楽しむ 
  

国家社会主義者の活動には、明るい場面もあるのですゲルハルト・ラウクの小冊子

「Fun Under the Swastika」からの抜粋を紹介します。 
  

 

18. 

  

   街へ出て、党本部へ直行した。一日中、何も食べていなかったので、同志に「食事

に行こう」と提案した。すぐに何人かでレストランに向かった。 

   そこで、「まずはビールでも飲みに行こう！」と、どこかのトラブルメーカーが提

案した。運転手は喜んでそれに応じた。 

   さて、ビール1本が結構な量になった。夕飯を忘れて本社に帰ってしまった。その

時、私は頭が真っ白になっていた。しかし、仲間に飲ませようと思って持ってきた

オールド・オーバーホルト・ライ・ウイスキー5合瓶のことは覚えていた。 

   とにかく、ベッドに入る頃には（実際は2階のホールにあるソファー）、私はとても

とても酔っぱらっていた（翌朝、私は人生で最悪の二日酔いに見舞われた。それが2日

間続いた)。 

   夜中に「ガシャーン」という音がした。私のソファーから数メートル離れた突き当

りの部屋の窓から、火炎瓶が落ちてきたのだ。階下から叫び声が聞こえ、部屋の中で

炎が上がっているのに気づいた。 

   "くそっ、俺は酔っ払っていて、起きて火を消すのは無理だ。もう一人起きている奴

にやらせよう！"と思った。と心の中で思った。 

   案の定、数秒後には半そでで裸足のストームトルーパー（マイケル・ストーム）が

やってきて、燃えているカーテンを引き下げ、火を踏みつけて消してしまった。(翌

朝、彼はその過程で得た「熱い足」について少し不満を漏らした）。 

   一番面白かったのは、翌日の金曜日の定例会議のときだ。活動家も非活動家も参加

して、その週の進捗状況を聞いたのだ。 

   しかし、講演者は前夜の爆破事件には触れなかった！？ 

   その後、私は彼に理由を尋ねました。  彼の返事は "ああ、忘れてた "でした。 

   当時、爆弾テロは日常茶飯事で、いろいろなことが起きていたため、この些細な出

来事をすっかり忘れていたのだ。 

  

19. 

  

   私たちは、卍の旗を誇らしげに掲げて、パーティー用のバンでダウンタウンを走っ
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ていた。銀行を通り過ぎたとき、一人の男が笑顔でホワイトパワーの敬礼をしてき

た。彼は、隣にいた間抜けが私たちに指をくわえているのに気づくと、振り返って彼

を殴りつけた。 

   これぞ、パブリックサポート...イン・アクション! 
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